
第2節 中山間地域の農業の振興

中山間地域は、農業生産条件が不利である一方、農業生産活動を通じ、国土の保全、水
源の涵

かん
養
よう
、自然環境の保全、良好な景観の形成、文化の伝承等、様々な機能を有していま

す。農林水産省では、施行された棚田地域振興法の枠組みによる取組を始め、中山間地域
の振興に向けて必要な支援を進めています。

（地域資源を活かすことで収益力のある農業を実現）
中山間地域は、我が国の人口の１割、総土地面積の７割、農地面積と農業産出額では４
割を占めており、我が国の食料生産を担うとともに、豊かな自然や景観を有し、多面的機
能の発揮の面でも重要な役割を担っています（図表3-2-1）。
一方で、傾斜地が多く存在し、ほ場の大区画化や大型農業機械の導入、農地の集積・集
約化 1等が容易でないため、生産性の向上が平地に比べて難しく、人口減少、高齢化によ
る担い手不足等とあいまって、営農条件面で不利な状況にあります。
１経営体当たりの経営規模で見ると、経営耕地面積規模が1.0ha未満の経営体の割合
は、平地農業地域 2で４割であるのに対し、中山間地域では６割となっています（図表
3-2-2）。

	 図表3-2-1	 中山間地域の主要指標
（単位：万人、千ha、億円、％）

全国 中山間地域 割合
総土地面積 37,797 27,409 72.5
人口 12,709 1,420 11.2
農地面積 4,496 1,841 40.9
農業産出額 88,631 36,138 40.8

資料：総務省「平成27年国勢調査」、農林水産省「2015年農林業
センサス」、「平成27年耕地及び作付面積統計」、「平成27年
生産農業所得統計」

注：１）農業地域類型区分は、平成29（2017）年12月改訂のも
のによる。

２）中山間地域の各種数値は、上記の資料を基に農林水産省
作成

３）中山間地域の総土地面積は、旧市区町村別個票データか
ら集計した値であり、北方四島等や境界未定の面積を含
まない。

	 図表3-2-2	 中山間地域の経営耕地面積規模別経
営体数の割合（平成27（2015）年）

資料：農林水産省「2015年農林業センサス」
注：１）農業地域類型区分は、平成29（2017）年12月改訂のも

のによる。
２）中山間地域は、中間農業地域と山間農業地域の数値の合

計
３）0.5ha未満には経営耕地面積がない経営体を含む。
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また、中山間地域は、野生鳥獣の生息地となる山林と農地が隣接することから、平地に
比べて農作物の鳥獣被害を受けやすく、荒廃農地 3が発生しやすい環境にあります。
このような不利な営農条件下にあるものの、中山間地域特有の冷涼な気候や清らかな水
を活かして良食味の米や伝統野菜を栽培するなど、地域資源を活かすことで収益力のある
農業を実現する地域もあり、今後も特色ある農業や６次産業化 4の取組が展開されること
が期待されています。

1、3、4	 用語の解説３（1）を参照
2	 用語の解説２（６）を参照
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地域の一部が特定農山村地域にも指定されています。同地
区では降水量が少なく、常に干ばつ被害を受ける不安定な
農業経営を余儀なくされていました。
このような状況の中、昭和56（1981）年度から始まっ
た国営かんがい排水事業等によって、頭

とう
首
しゅ
工
こう
や用水路の整

備、農地の区画整理等が行われ、農業用水の安定的な供給
が可能となるとともに、担い手への農地の集積や経営規模
の拡大が進展しました。これにより、レタスやほうれんそ
うの作付面積が増加したほか、こんにゃく収穫量が全国
シェアの上位を占めるようになり、高収益作物の生産拡大
が進みました。
その結果、昭和村における１戸当たりの農業所得は約２
倍に増加しました。

埼玉県

栃木県

長野県

新潟県
群馬県

沼田市昭和村

根
ね
利
り
川
がわ
頭首工

資料：昭和村

レタス等の高収益作物の生産と担い手の経営規模の拡大（群馬県）事例

（農業生産基盤強化プログラムにより中山間地域の基盤整備と活性化を推進）
令和元（2019）年12月に農業生産基盤強化プログラムが策定され、棚田を含む中山間
地域の基盤整備と活性化を推進することとされました。
これを受けて、農林水産省では、中山間地域における所得向上に資する農産物の生産・
販売等の促進、基盤整備と生産・販売施設等の整備の一体的な推進、棚田地域の景観修復
等の棚田保全・振興の取組開始に必要な環境整備の推進により、令和６（2024）年度ま
でに地域資源を活用した取組等を行う地区を250地区創出することとしています。

（山村地域の特性を活かした産業の育成による雇用と所得の増大）
国土面積の47％を占める振興山村 1は、国土の保全、水源の涵

かん
養
よう
、自然環境の保全、良

好な景観の形成、文化の伝承等に重要な役割を担っていますが、人口減少、高齢化等が他
の地域より進んでいることから、国民が将来にわたってそれらの恵

けい
沢
たく
を享受することがで

きるよう、地域の特性を活かした産業の育成による就業機会の創出を図ることが重要で
す。
このため、農林水産省は、農山漁村振興交付金の山村活性化対策により、振興山村の山
菜やくり、ゆず、木工品等の特色ある地域資源を活かした新商品の開発や販路開拓等を支
援し、地域の雇用と所得の増大を図っています。

1	 山村振興法に基づき指定された地域
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福島県三
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のぼり
地区は特定農山村地域、過疎地域、

振興山村地域に指定される中山間地域で、鳥獣被害と耕作
放棄地の発生に悩まされていましたが、これらの課題解決
に取り組むため、町が出資し、農地所有適格法人桐

きり
の里

さと
産
さん

業
ぎょう
株式会社を設立しました。町、桐の里産業、民間企業

がコンソーシアムを形成し、農地中間管理事業を活用して、
大規模農地を復元し、エゴマの栽培を開始することとなり
ました。エゴマは、必須脂肪酸であるα－リノレン酸を豊
富に含んでおり、美肌、健康等に効果があることに加え、
独特のにおいがあることから鳥獣の被害を受けにくいもの
です。また、生産したエゴマの搾

さく
油
ゆ
、瓶詰め等を行うこと

で、地域の雇用創出にも寄与しています。
桐の里産業が販売するエゴマ油は、一般財団法人都

と
市
し
農
のう

山
さん
漁
ぎょ
村
そん
交
こう
流
りゅう
活
かっ
性
せい
化
か
機
き
構
こう
が運営する里の物語オンライン

ショップで１本（100g）２千円と高値で販売されています。スーパー等で低価格帯で販売
されている外国産エゴマと異なり、良質な国産エゴマ油として、消費者から好評を博し、リ
ピーターもついています。
エゴマ油を販売した利益の一部は、地域の鳥獣被害対策のために用いられ、地域の課題解
決に貢献しています。

６次産業化で中山間地域の課題解決に取り組む地域（福島県）事例

宮城県

福島県

栃木県

山形県

茨城県

新潟県

三島町

６次産業化によるエゴマ油
資料：一般財団法人都市農山漁村交流活

性化機構

（棚田保全に向けた動きと棚田地域振興法の施行）
山の斜面や谷間の傾斜地に階段状に作られた水田のことを棚田といいます。棚田は、農
産物の供給にとどまらず、国土の保全、水源の涵

かん
養
よう
、自然環境の保全、良好な景観の形

成、文化の伝承等の多面的機能を有しています。しかし、地形的に条件が厳しい棚田の保
全には多大なコストを要するのが実情であり、高齢化の進展等により、棚田が荒廃の危機
に直面しています。
一部の棚田地域では、棚田の美しい景観を活かした観光や、棚田オーナー制度、農泊や
農業体験学習を通じた都市住民との交流、棚田米やその加工品の販売等、棚田の持つ多様
な魅力を活かした取組が行われていますが、そのような地域は限定的です。また、棚田の
保全や地域振興に活用できる各府省庁の既存の施策があるものの、十分に周知・活用され
ていないという状況があります。
このような背景の下、令和元（2019）年８月、棚田地域振興法が施行され、市町村や都
道府県、農業者、地域住民等の多様な主体が参画する地域協議会による棚田を核とした地
域振興の取組を、関係府省庁横断で総合的に支援する枠組みが構築されました。新たな枠
組みの中で、棚田地域の振興に関する事業を取りまとめて毎年度公表するとともに、関係府
省庁の職員からなる棚田地域振興コンシェルジュが、地域協議会の体制づくりから活動の実
施まで、幅広い相談に応じながら、様々な施策の活用促進を図っていくこととしています。

（棚田カードプロジェクトチームを立上げ）
農林水産省では、棚田地域を盛り上げ、棚田の保全につなげる取組の第一歩として、都
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道府県に呼びかけ、棚田カードプロジェクトチームを立ち上げました。棚田の持つ魅力と
棚田で行われている保全活動の実態を知ってもらい、棚田に馴染みのない人でも棚田を訪
れるきっかけになるよう棚田カードを作成し、令和元（2019）年７月からそれぞれの棚
田地域で配布を開始しました。また、棚田地域全体を盛り上げるために「棚田に恋」を
キャッチコピーとしたポスター等を作成し、棚田に関心を持ってもらえるよう情報発信を
行っています（図表3-2-3）。

	 図表3-2-3	 棚田カード、ポスター

資料：農林水産省作成

長崎県平
ひら
戸
ど
市
し
の春

かす
日
が
集落は、平成22（2010）年に文化

庁の重要文化的景観に選定されました。これをきっかけに、
市の農業部局にとどまらず、文化財部局のサポートも得て、
集落で議論を重ね、集落の全世帯（約20世帯）が参加し
た協議会「安

やす
満
まん
の里

さと
 春
かす
日
が
講
こう
」が立ち上げられました。

協議会では、文化庁事業も活用した歩道整備や案内看板
の設置等、歴史や景観に配慮した環境整備のほか、石積み
の修理、災害の復旧等の棚田の維持管理を行っています。
また、耕作放棄地を活用した農業体験や棚田米を使った日
本酒やお菓子の商品化等の取組を進めています。
平成30（2018）年には、棚田を含む集落が世界文化遺
産に登録されたこともあり、メディアの取材等が増加した
結果、平成29（2017）年度まで年間1,500人だった観光客
は、平成30（2018）年度には２万人にまで増加しました。
このような中、文化庁事業を活用して空き家を改修した集落拠点「かたりな」では、地域
の高齢者がスタッフとして来訪者をもてなすことにより、住民と来訪者が相互に刺激を受け
る、理想的な文化観光の形ができつつあります。
今後、持続的な仕組みづくりと農泊や農家カフェ、６次産業化等に更に取り組むことによ
り、訪ねる人との交流を核とした経済活動を含む取組につなげていくこととしています。

棚田を核に地域おこし（長崎県）事例

佐賀県

長崎県

平戸市

春日集落でのもてなし
資料：平戸市
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